
教 育 目 標 １ 学校教育目標

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をもつ双葉の子の育成

２ 学校教育目標と部活動との関連

「人とかかわる力を身につけ、思いやる心」と「運動に親しみ、健

康でたくましい子」の育成

３ 部活動の教育的意義

・スポーツや芸術文化活動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたっ

て豊かなスポーツライフや芸術文化等の活動を継続する資質や能

力を育てる。

・体力の向上や健康の増進につなげる。

・自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。

部活動の基本方針 １ 適切な指導

・全職員が部活動の意義を理解し、組織的に取り組む。

・児童理解に努め、発達段階や健康状態に応じた指導を行う。

・学校教育法や人権尊重の精神のもと、体罰やハラスメントの根絶を

徹底する。

・合理的でかつ効果的な指導を行うことができるよう努める。

２ 適切な活動時間

・平日の練習時間は２時間以内とし、最終下校時刻は日没前までとす

る。

（９月～１０月第２週 １７時 １０月第３週～１１月 １６時半）

・土曜日及び日曜日を含む学校の休業日は３時間以内とする。

・学期中は、平日に１日以上、週末に１日以上の少なくとも週当たり

２日以上の休養日を設けることとする。

・長期休業中は練習を行わない。

・朝練習は原則として行わない。

３ 事故防止

・各児童の発達段階や体力、技術の習得状況を把握し、児童にとって

無理のない活動となるように留意する。

・その日の環境条件や児童の体調等の確認を行い、児童の健康管理に

努める。

・日頃から安全指導や安全管理の徹底を図ったり、練習の前後でも施

設や器具の安全点検を行ったりし、事故を未然に防ぐ。

・けが人や不測の事態に備え、対応の仕方について教職員間で共通理

解を図る。また、近くにＡＥＤを設置するなどし、応急処置などの

対応を正確に行えるようにしておく。

４ その他

・「部活動便り」を通して、練習日や練習時刻を確実に保護者へ周知

し、活動への理解・協力を得ながら、連携して指導を行う。

部活動の活動方針
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